
イタリアで⼤⼈気のポッドキャストが本に！

株式会社ハーパーコリンズ・ジャパン（本社：東京都千代⽥区、代表取締役：鈴⽊幸⾠）は、イタリアで話題
のポッドキャストを元に、⽣物学者の著者がヒトを含む動物たちのセクシュアリティについて動物⾏動学の視
点から案内する『⽣き物たちの「かわいくない」世界 動物⾏動学で読み解く、進化と性淘汰』を2021年12
⽉10⽇に発売することを決定いたしましたのでここにお知らせいたします。

性的な衝動�それは動物を突き動かす衝動のなかで、最も強⼒なもの。⽣まれつき備わっている本能である
だけでなく、種の保存と進化の源でもあるからです。チャールズ・ダーウィンが定義した「進化」のメカニズ
ムを理解する際に、キーワードとなるのは「突然変異」と「淘汰」。そしてダーウィンはメスによって導かれ
る進化のことを「性淘汰」と呼びました。
異性をめぐるシカやクジャクの戦い、オオコウモリの熱⼼な性⾏為、ツバメの気ままな浮気、ミツバチの階層
社会、ペンギンの凶⾏�本書では世界各地に⽣息する動物たちの知られざる⽣態を紹介しながら、動物の世
界をテーマ別に解説。動物の進化を知れば、⼈間の性の仕組みも⾒えてきます。
イタリアの⽣物学者によるユニークで⾚裸々、性と社会をテーマにした⼤⼈向けの動物⾏動学。いざ授業の幕
開けです！
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⽣物が進化を遂げるのは、⽣存するためだけでなく、繁殖を有
利に⾏うためである。性欲は交尾によって繁殖するすべての⽣
物の⾏動を導く⼒だといえる。
40億年のあいだに、性欲はたくさんの⽣物を⽣み出し、世界を
より複雑に、そして⼤所帯にしてきた。そのあいだ、オスとメ
スは静かな戦いを繰り広げてきた�
 （「第１章�オスとメスの戦い」より）



⾓を⾒せびらかすアカシカ
１年の⼤半を単独で、もしくはほかのオスと過ごしていたオスのアカシカは、交尾の準備を整えた
メスを求めはじめる。繁殖期がやってきたのだ。オスは⾃分の魅⼒をアピールするために尿をまき
散らすので、空気中にはテストステロンの匂いが漂っている。うなり声や⼒強い鳴き声は、⾃分の
体の⼤きさを相⼿に伝える。声の響きが深いほど、それを発する動物の体は⼤きいからだ。その声
を⽿にした⼩さな動物は、危険を避けるべくすぐさま逃げていく。
この時期になると、やわらかい草⽊からの栄養で１年かけて成⻑してきた⼤きな⾓は、硬く鋭くな
り、いつでも戦いに使える凶器と化している。深い響きのある声と太い⾸を持つ、年をとったオス
の周りにメスが集まってくる。
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1965年ミラノ⽣まれ。⽣物学者。ミラノ⼤学で⾃然科学と環境科学を学び博
⼠号を取得。主にオウムのコミュニケーションの研究に10年間取り組んだ
後、2000年にテレビの世界へ。�Alive�-�Storie�disopravvissuti�(アライブ�-
⽣存者の物語)”“Life�-Uomo�e�Natura�(ライフ�-�⼈と⾃然)�など、数々のド
キュメンタリー番組の司会者を務める。本書はシリーズ累計30万回以上聴取
された同名の⼈気ポッドキャストの内容を加筆し書籍化したもの。

ペニスが2本あるサメ
潮の流れや⾼波の影響を受ける海中で交尾をするサメにとって、交尾が簡単なものでないのは明ら
かだ。だからこそ、オスは⼀度の交尾につき1本しか使わないペニスを２本も持っているのだ。⼀
⽅、サメのメスにとって交尾が簡単なものでないのは、しっかりとものを掴む⼿⾜を持たないオス
が、メスの背ビレと胸ビレを⻭で噛んで固定しようとしてくるからだ。そのため、メスの背中の⽪
膚は、オスよりもはるかに厚くできている。
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なぜ有毒な薬物を摂取するのか？
お酒をたしなむ動物たち
マルーラの実で酔っ払うゾウ
凶悪なアデリーペンギン
ジャイアントパンダの性欲を刺激する⽅法
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